神縄－国府津・松田断層による地震動シミュレーション
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１．国府津・松田断層
１．１　上部断層モデル（傾斜角４５度；但し地表のごく近傍は３０度）

　国府津・松田断層（上部）の低振動数領域（0.5-0.8 Hz以下）では、地表断層部を①grflt11s.f（1999台湾TCU068モデル）で、残りを②grflt09s.f（Wald関東地震モデル）で行い、一方、高振動数領域（0.5-0.8 Hz以上）は③grflt04bx.fで行う。

① grflt11s.in-12x5up-30 + phs3sQ.exe + grflt11s.f + slipV-amp.csv + grfftspx.exe
　低振動数領域（0 Hzから0.5-0.8 Hz以下）の地表断層部：モデルは長さ50 km、幅４ｋｍの地表断層で傾斜角を30度とする。すべり10 mのアスペリティー（長さ50/6 km）を両端２箇所とし、他は5 mとする。すべり角は－90度（逆断層）とする。また、すべり関数は1999台湾TCU068モデル（slipV-amp.csv）を用いる。この部分のみ傾斜角を30度としたのは、1999台湾地震の地表断層近傍の傾斜角を参照したため。４５度とすると、サイトで約２倍の変位・速度を生じる。

② grflt09s.in + phs3sQ.exe + grflt09s.f + grfftspx.exe
低振動数領域（0 Hzから0.5-0.8 Hz以下）の地中断層部：モデルは長さ50 km、幅20ｋｍの地表断層で傾斜角を45度とする。但し、地表から幅4 km部分はすべり0 mとして実際は地中断層モデルである。すべり分布とすべり角、およびすべりタイムウィンドウ（３回分）はWald関東地震モデルを参照して用いた。すべり速度関数とすべり開始時間分布はk-2モデルとする。

③ grflt04bx-in.csv + phs3x.exe + grflt04bx.f + grfftpx.exe
高振動数領域（0.5-0.8 Hz以上、1/0.16 Hzまで）：モデルは長さ50 km、幅20ｋｍの地表断層で傾斜角を45度とする。すべり10 mのアスペリティー（幅4 km、長さ50/6 km）を地表の両端２箇所とし、他はすべて5 mとする。すべり角は－90度（逆断層）とする。各小断層にBoore型経験的震源スペクトルモデル＋ハイブリッド位相モデル（接続振動数fr=1 Hz）＋ハイブリッド放射特性を分布させるが、1999台湾地震を参照にfcは1 Hzとする。また1999台湾地震の記録からfmaxは地表断層（0 - 4 km幅）は0.1 Hz、次に深い断層部（4 - 8 km幅）は1 Hz、より深い地中断層部（8 - 20 km幅）は5 Hzとする。

１．２　下部断層モデル（傾斜３０度）

　国府津・松田断層（下部）の低振動数領域（0.5-0.8 Hz以下）では、①grflt09s.f（Wald関東地震モデル）で行い、高振動数領域（0.5-0.8 Hz以上）は②grflt04bx.fで行う。

① grflt09s.in + phs3sQ.exe + grflt09s.f + grfftspx.exe
低振動数領域（0 Hzから0.5-0.8 Hz以下）：モデルは長さ50 km、幅20ｋｍの地中断層とする。すべり分布とすべり角、およびすべりタイムウィンドウ（３回分）はWald関東地震モデルを参照して用いた。すべり速度関数とすべり開始時間分布はk-2モデルとする。

② grflt04bx-in.csv + phs3x.exe + grflt04bx.f + grfftpx.exe
高振動数領域（0.5-0.8 Hz以上、1/0.16 Hzまで）：モデルは長さ50 km、幅20ｋｍの地中断層とする。すべり分布とすべり角はWald関東地震モデルを参照して用いた。各小断層にBoore型経験的震源スペクトルモデル＋ハイブリッド位相モデル（接続振動数fr=1 Hz）＋ハイブリッド放射特性を分布させるが、1999台湾地震を参照にfcは1 Hz、fmaxは10 Hzとする。

２．神縄断層
２．１　上部断層モデル（傾斜角４５度）

　まず神縄断層（上部）の低振動数領域（0.5-0.8 Hz以下）では、地表断層部を①grflt11s.f（1999台湾TCU068モデル）で、高振動数領域（0.5-0.8 Hz以上）は②grflt04bx.fで行う。

① grflt11s.in + phs3sQ.exe + grflt11s.f + slipV-amp.csv + grfftspx.exe
　低振動数領域（0 Hzから0.5-0.8 Hz以下）：モデルは長さ30 km、幅20ｋｍの地表断層で、すべり10 mのアスペリティー（長さ15/4 km）を両端２箇所とし、他は5 mとする。すべり角は－90度（逆断層）とし、すべり関数は1999台湾TCU068モデル（slipV-amp.csv）を用いる。破壊開始点は東南の地表端点とし、国府津・松田断層の破壊開始点からこの点に到達する時間21.54秒の遅れを与えて波形を作成する。

③ grflt04bx-in.csv + phs3x.exe + grflt04bx.f + grfftpx.exe
高振動数領域（0.5-0.8 Hz以上、1/0.16 Hzまで）：モデルは長さ30 km、幅20ｋｍの地表断層で、すべり10 mのアスペリティー（幅4 km、長さ15/4 km）を地表の両端２箇所とし、他はすべて5 mとする。すべり角は－90度（逆断層）とする。各小断層にBoore型経験的震源スペクトルモデル＋ハイブリッド位相モデル（接続振動数fr=1 Hz）＋ハイブリッド放射特性を分布させるが、1999台湾地震を参照にfcは1 Hzとする。また1999台湾地震の記録からfmaxは地表断層（0 - 4 km幅）は0.1 Hz、次に深い断層部（4 - 8 km幅）は1 Hz、より深い地中断層部（8 - 20 km幅）は5 Hzとする。破壊開始点は東南の地表端点とし、国府津・松田断層の破壊開始点からこの点に到達する時間21.54秒の遅れを与えて波形を作成する。

２．２　下部断層モデル（傾斜４５度）

　神縄断層（下部）の低振動数領域（0.5-0.8 Hz以下）では、①grflt09s.f（Wald関東地震モデル）で行い、高振動数領域（0.5-0.8 Hz以上）は②grflt04bx.fで行う。

① grflt09s.in + phs3sQ.exe + grflt09s.f + grfftspx.exe
低振動数領域（0 Hzから0.5-0.8 Hz以下）：モデルは長さ30 km、幅20ｋｍの地中断層とする。すべり分布とすべりタイムウィンドウ（３回分）はWald関東地震モデルを参照して用いた。但し、すべり角は逆断層であることと、フィリピン海プレートの運動方向から一様に－９０度とした。すべり速度関数とすべり開始時間分布はk-2モデルとする。破壊開始時間は、上部断層の破壊時間21.54秒に、上部断層幅20 kmを伝播する際の遅れ8秒、合計29.54秒の遅れを与えて波形を作成する。

② grflt04bx-in.csv + phs3x.exe + grflt04bx.f + grfftpx.exe
高振動数領域（0.5-0.8 Hz以上、1/0.16 Hzまで）：モデルは長さ30 km、幅20ｋｍの地中断層とする。すべり分布とすべり角はWald関東地震モデルを参照して用いた。但し、すべり角は逆断層であることと、フィリピン海プレートの運動方向から一様に－９０度とした。各小断層にBoore型経験的震源スペクトルモデル＋ハイブリッド位相モデル（接続振動数fr=1 Hz）＋ハイブリッド放射特性を分布させるが、1999台湾地震を参照にfcは1 Hz、fmaxは10 Hzとする。破壊開始点は上部断層の東南の地表端点とし、国府津・松田断層の破壊開始点からこの点に到達する時間21.54秒の遅れを与えて波形を作成する。
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図１　神縄－国府津・松田断層の想定震源モデルと対象サイト
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